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聖句 「互いに愛し合いなさい」 

      わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。 

      これがわたしの掟である。 

 7 月聖句 主に向かって、心からほめ歌いなさい。 

                        エフェソの信徒への手紙５章 19～20 節 

                             

  

   ６月の土曜日は順次、学年毎に「家族礼拝」が行われました。 

年長では「互いに愛し合いなさい」・年中では「ひとにしてもらいたいと思う事を、人にもしなさい」・

乳児、年少では「迷い出た羊のたとえ」・・・・・それぞれの学年に合わせた聖書や聖句の箇所が選

ばれ、先生がお話をしました。 

 聖書や福音書には、不思議な出来事や、嬉しいお知らせ、これから私達が生きて行く上で、大切

にしなくてはならない事や、考えなくてはならない事が沢山語られています。 

 私達はひとりで生きていく事はできません。必ず他者との交わりや社会との関わりの中で、生き

ています。相手の気持ちや想いを察し、相手を尊重しながらコミュニケーションを取っていく事は、

どんな時代になろうとも、不変的な事であり益々大切な事であると思います。  

その様な想いの中で先生が選択し、メッセージとして園児達にお話しをしたと思っております。 

また礼拝のなかでは、各クラスが日々の保育の中で練習してきた歌を、保護者の皆さんに披露

しました。何度か練習を見に行きましたが、お父さんやお母さんに披露する事を楽しみに一生懸命

取り組んでいました。園児達にとって披露する事は嬉しいと同時に、恥ずかしさや緊張感があった

と思います。然しながら笑顔で歌う姿は、とても素晴らしく成長を感じました。 

園児達は日々の保育の中で、ゆっくりと確実に成長をしています。焦ることなくこれからも見守っ

ていきたいと思います。 

 保護者の皆様、これからもご理解ご協力をお願い申し上げます。  

                                                園長  堀江和広 

 

 


